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●昭和35年11月20日、北見市生まれ
●北海道立北見柏陽高等学校卒業

 北海学園大学工学部土木工学科卒業
    北海商科大学大学院商学研究科修士課程修了
●大学卒業後、家業の建設業に8年間従事
●北見市議会議員 平成3年より 1期
●北海道議会議員 平成7年より 5期連続
●衆議院議員 平成24年 初当選・平成29年 2期目
●財務大臣政務官 令和2年9月～令和3年10月
●参議院議員 令和4年7月 初当選。

【現 在】
●参議院
財政金融委員会筆頭理事
地方創生及びデジタル社会の形成等に関する特別委員会次席理事/予算委員会委員
政治改革に関する特別委員会委員/ 資源エネルギー・持続可能社会に関する調査会委員
●自民党

 参議院自民党国会対策委員会副委員長/ デジタル社会推進本部事務局長代理
【主な経歴】
●総務大臣政務官
●衆議院
厚生労働委員会委員 ●参議院 農林水産委員会理事

●自民党
農林水産関係団体委員会副委員長/地方組織・議員総局次長/厚生労働部会副部会長

【政治信条】 世のため人のため 【特 技】 トイレ掃除
【趣 味】 散歩・筋トレ 【好 物】 ジンギスカン・そば
【家 族】 妻・一男二女・孫4人（男の子1人・女の子3人）
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参議院議員

データを活用した課題解決と

競争力強化を実現するため、

信頼性を確保しつつデータを

共有できる標準化された仕組

みである「データスペース」の

構築を進めます。

デジタル社会推進本部 本格始動！
  政府は、誰一人取り残されない、人に優しいデジタル化を目指し、

様々な政策を進めております。自民党においても、デジタル社会推

進本部にて、有識者の方々からのヒアリングや勉強会を重ね、５月

頃には政府へ提言すべく議論を重ねていきます。

   私は、この国のデジタル化を推進し、国民一人ひとりの幸福と豊

かさを高めるため、全力を尽くして参ります。

特に、データに関する取り組みとして、以下のような重点項目に取

り組んでまいります。

デジタル・アイデン

ティティの構築

デジタル上における属性情報

の集合である「デジタル・アイ

デンティティ」の国際標準化を

進め、データのやり取りにおけ

る新たな信頼の枠組みを構築

します。

国境や産業を跨いでのデータ

連携と保護措置を促す枠組み

である「データガバナンス」に

ついて、国内外で連携して推

進してまいります。

これらの取り組みを通じて、日本がデジタル社会において世界をリードする存在となるよう、尽力してまいります。

データの

利活用促進

国際的なデータ

ガバナンスの強化



Vol.25
2025年 3月発行

討議資料

自由民主党北海道参議院選挙区第一支部

船橋利実 事務所
(札幌事務所）
〒060-0042札幌市中央区大通西8丁目ダイヤモンドビル

TEL 011-272-0171 FAX 011-272-0172 TEL 03-6550-0424 FAX 03-6551-0424

(参議院議員会館事務所）
〒100-8962東京都千代田区永田町2-1-1参議院議員会館424号

日々の活動は
SNSで更新中！

公式HP FacebookX（旧Twitter）

参議院総務委員会にて総務大臣政務官として答弁(3月)

北海道日本料理研究会
四條公祭大祭

2月の国会・北海道での活動

鈴木直道 北海道知事来訪

新年度予算成立に向けて
参議院にて審議スタート！！

林土連65周年記念行事 懇親会

北海道総合開発特別委員会

一般会計の総額は、当初予算案から3400億円程度

減額され、およそ115兆2000億円となりました。

参議院において本格的な審議が始まり、政府は高額

療養費用制度負担上限額について、今年８月の引き

上げを見送りすると表明しました。

今後も厳しい議論が続くと思いますが、年度内に予

算案と関連法案の成立に尽力して参ります。

衆議院本会議

空知勉強会

第17回
全日本下の句歌留多長万部大会

参議院予算委員会 1月末より始まりました衆議院における令和7年度予算

案の審議は、3月4日に衆議院予算委員会において、新年

度予算案と与党および日本維新の会の3党合意を踏まえ

た修正案が採決され、いずれも賛成多数で可決されまし

た。その後、衆議院本会議においても賛成多数で可決さ

れ、参議院へ送られました。 政府の当初予算案が国会で

修正されるのは29年ぶりであり、衆議院が少数与党の

厳しい現状下にある事を示す出来事と言えます。
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